
◆防除対策のポイント

（１）新梢管理の徹底

　　樹勢が強い場合や棚が暗い園では、芽かき・誘引・摘心などの新梢管理を段階的に実施し、棚面の明るさや風通し

　を確保し、薬液が十分に付着するようにする。

（２）発病の確認

　　発生の早い年は、開花期以前に花穂や葉へ発病し、その後多発する傾向があるため、管理作業に合わせて発病の有

　無をこまめに確認し、発病した花穂、果房、葉は、伝染防止のために直ちに取り除き、園外へ持ち出す。

（３）標準散布量の徹底

　・１０ａあたり３００～４００リットルを目安に、新梢の繁茂状況や降雨状況等に応じて散布量を調整する。

・スピードスプレーヤの隔列散布によるかけむら、ほ場外周部の散布不徹底等が指摘される事例もあるため、標準散布

　量の徹底と薬液の付着状況の確認を行うとともに、必要に応じて補助散布を行う。

（４）散布間隔の厳守

・感染から発病までは７～１０日と短いため展葉５～６枚から袋かけまでは１０日以内を目安に予防散布を徹底する。

・低温が続き生育に遅れがみられる場合は、防除暦の生育ステージに合わせて散布を行うと散布間隔があいてしまうた

　め、散布間隔（日数）を優先して薬剤散布を行う。

・次回散布予定日に降雨が予想される場合は、散布を延期せず降雨前に散布する。

・連日降雨が続く場合は、日中でも露がきれた時点で高温に注意し、薬剤防除を行う。

・散布後に連続的な降雨や強い降雨があった場合は、薬液が流され残効が短くなるため、散布間隔を短くする。

・散布時に葉が濡れている場合は、ＳＳの送風ファン等で露を払った後に、丁寧に散布する。
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・病原菌は、落葉した葉の組織内で卵胞子の形態 
 で越冬する。 
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